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1. 試験監督者の指⽰があるまで、問題⽤紙や筆記⽤具に触れてはいけません。触れた場合は、
不正⾏為とみなすことがあります。 

2.  試験中の使⽤が認められたもの以外は、すべてカバンに収納すること。使⽤⽤具は、⿊芯
の鉛筆またはシャープペンシル、消しゴム、鉛筆削り（電動式・⼤型のもの・ハンドル付
きのものは不可）とし、それ以外の使⽤は認めません。 

3.  携帯電話、スマートフォン、イヤホン、ウェアラブル端末、電⼦辞書、 IC レコーダーなど
の電⼦機器類は、必ず電源を切ってから、カバンに収納すること。 

4.  試験開始の合図により、試験を始めてください。 
5.  解答には、⼩論⽂解答⽤紙とイメージ画⽤紙を使⽤すること。 
6.  試験終了の合図とともに直ちに筆記⽤具を置くこと。試験終了後に解答⽤紙や筆記⽤具に

触れた場合は、不正⾏為とみなすことがあります。試験監督者が指⽰するまで、絶対に席
を⽴ってはいけません。 

7.  問題⽤紙と解答⽤紙は、試験終了後にすべて回収するので、持ち帰ってはいけません。 

 

 

座席番号          



 
第１問 

 
現在、⽇本には、多くのマンガ作品があふれています。発表媒体、発表形態も多

岐にわたり、それぞれが細かくサブジャンル化して分かれたり、それらが融合した
りして複雑な様相を呈しています。そんな中で、新⼈として⾃分のマンガを読者に
届けるには、どういったルートを選ぶか、また、選んだルートの中でどのようにし
て注⽬されるか、さまざまな分析や戦略、⼯夫が必要とされます。 

多くの場合に要求されるのは、メジャー性（読者にとってなじみやすいもの）と、
独⾃の個性（新しさ・今⾜りないが潜在的に求められているものなど）の両⽅を備
えている作品です。 

最近あなたが描かれた、あるいはこれから描こうと思っている作品で⼯夫してい
ることを、発表する場の歴史的な、あるいは最新の状況分析を交えながら、いかに
それに対応しているか、なるべく多岐にわたり具体的に記しなさい。 

 
・字数制限なし。 
・⽤紙は配付された「⼩論⽂ 解答⽤紙」を使うこと。 

 

第２問 
 

第 1 問を踏まえ、メジャー性と独⾃性を共に打ち出した、多くの作品の中から注
⽬を勝ち取れるような作品を⼀枚の絵で表現した魅⼒的なイメージイラストを描
きなさい。 

 
・⽤紙は配付された「イメージ画⽤紙」（Ａ４）１枚を使うこと。 
・⽤紙の縦横の配置は⾃由とします。 
 


